　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　れいわ　８ねん　ど　（２０２６ねん　ど）
　　　　　　　　おおさかふ　とよの　ちく　こーりつ　
　　　　　　　　　がっこー　きょーいん　さいよー　せんこー　
　　　　　　　　てすとの　　がいよーに　ついて
　　　　　　　　　　　　　　おおさかふ　とよの　ちく
　　　　　　　　　　　　　　　　きょーしょくいん　　じん　じ
　　　　　　　　　　　　　　　　きょー　ぎかい
　　おおさかふ　とよの　ちく　（とよなかし、　いけ　だし、　
みのおし、　とよのちょー、　のせちょー）　の　こーりつ　
しょー　がっこー、　ちゅー　がっこー、　　ぎむ　きょーいく　
　がっこー　きょーいんの　さいよー　せんこーを　　じっし　
します。　　この　てすとわ、　てん　じに　よる　じゅけん　が　
　できます。　　また、　てん　じの　ほじょと　して　おんせい　
　ぱそこんを　へいよー　する　こと　が　　できます。　　
てすとの　　がいよーに　ついてわ、　つ　ぎの　とおり　です。　　
しょーさいわ　おといあわせ　く　ださい。　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　１　　せんこー　こーしゅ・　きょーか　とー、　
　　　　　　およ　び　さいよー　よていすー
　　しょー　がっこーわ　やく　５０めい。
　　ちゅー　がっこーわ　こく　ご、　しゃかい、　すー　がく、　
りか、　おん　がく、　　びじゅつ、　ほけん　たいいく、　
　ぎじゅつ、　かてい、　えい　ご、　あわせて　
やく　４０めい。
　　よー　ご　きょーゆわ　じゃっかんめい。
　　えいよー　きょーゆわ　じゃっかんめい。
　　この　にん　ずーわ、　いっ　ぱん　せんこー、　
しょー　がいしゃ　たいしょーの　せんこー、　とよの　ちく　
じょーきん　こーし　とー　たいしょーの　せんこー、　きょーゆ　
とー　けいけんしゃ　たいしょーの　せんこー、　　だい　がく　
とー　すいせんしゃ　たいしょーの　せんこー
（しょー　がっこー、　ちゅー　がっこーの　こく　ご・　
しゃかい・　すー　がく・　りか・　おん　がく・　　びじゅつ・　
ほけん　たいいく・　　ぎじゅつ・　かてい・　えい　ご）、　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
およ　び　　だい　がく　とー　すいせんしゃ　しょーちゅー　
ちゃれん　じ　たいしょーの　せんこーの　かく　せんこー　
く　ぶん　（　だい　がく　３ねんせい　たいしょーの　
せんこーを　の　ぞきます）　の　　ごーけい　にん　ずー　です。

　　　　２　　じゅけん　しかく
　　つ　ぎの　（１）　から　（４）　の　す　べてを　みたして　
いる　こと。
　　こくせきわ　といません。
　　（１）　ちほー　こーむいんほー　　だい１６じょー、　
およ　び　　がっこー　きょーいくほー　　だい９じょーに　
　がいとー　しない　こと。
　　（２）　みん　ぽーの　いち　ぶを　かいせい　する　
ほーりつ　（へいせい　１１ねん　ほーりつ　
　だい１４９　ごー）　ふそく　　だい３じょー　
　だい３こーの　きていに　より、　じゅー　ぜんの　れいに　
よる　ことと　されて　いる　じゅんきんちさんしゃ　（しんしん　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こーじゃくを　　げんいんと　する　ものを　の　ぞく）　に　
　がいとー　しない　こと。
　　（３）　いっ　ぱん　せんこー、　しょー　がいしゃ　
たいしょーの　せんこー、　とよの　ちく　じょーきん　こーし　
とー　たいしょーの　せんこー、　きょーゆ　とー　けいけんしゃ　
たいしょーの　せんこー、　　だい　がく　とー　すいせんしゃ　
たいしょーの　せんこー、　およ　び　　だい　がく　とー　
すいせんしゃ　しょーちゅー　ちゃれん　じ　たいしょーの　
せんこーに　しゅつ　がん　される　　ばあいわ、　しょーわ　
３９ねん　（１９６４ねん）　４　がつ　ふつか　いこーに　
しゅっしょー　して　いる　こと。
　　　だい　がく　３ねんせい　たいしょーの　せんこーに　
しゅつ　がん　される　　ばあいわ、　しゅつ　がん　
　じてん　で　　だい　がく　さいしゅー　ねん　じの　１ねん　
まえの　ねん　じに　　ざいせき　されて　おり、　れいわ　
９ねん　（２０２７ねん）　３　がつ　３１にちま　でに　
　だい　がく　そつぎょー　みこみ　で　ある　こと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（４）　いっ　ぱん　せんこー、　しょー　がいしゃ　
たいしょーの　せんこー、　とよの　ちく　じょーきん　こーし　
とー　たいしょーの　せんこー、　きょーゆ　とー　けいけんしゃ　
たいしょーの　せんこー、　　だい　がく　とー　すいせんしゃ　
たいしょーの　せんこー、　およ　び　　だい　がく　とー　
すいせんしゃ　しょーちゅー　ちゃれん　じ　たいしょーの　
せんこーに　ついてわ、　しゅつ　がんに　ひつよーな　
めんきょじょーを　しょゆー　する　こと、　またわ　れいわ　
８ねん　（２０２６ねん）　４　がつ　ついたちま　でに　
かく　じつに　しゅとく　みこみ　で　ある　こと。
　　　だい　がく　３ねんせい　たいしょーの　せんこーに　
ついてわ、　しょー　がっこー　きょーゆ　ふつー　
めんきょじょーを　れいわ　９ねん　（２０２７ねん）　
４　がつ　ついたちま　でに　しゅとく　みこみ　で　ある　
こと。
　　（ちゅーいてん）　　れいわ　４ねん（２０２２ねん）　
７　がつ　ついたち　づけ　で　きょーいん　めんきょ　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こーしんせいわ　はってんてきに　かいしょー　されました。　　
これに　より、　しっこーと　なった　いち　ぶの　きょーいん　
めんきょじょーを　おもちの　　ばあい、　さいじゅよ　しんせい　
てつ　づき　が　ひつよーに　なります。　　きょーいん　
めんきょ　こーしんせい　かいしょー　ごの　きょーいん　
めんきょじょーに　ついて、　　ごふめいな　ときわ　
おといあわせ　く　ださい。
　　☆☆　しかく　よーけん
　　さきに　の　べた　（１）　から　（４）　の　じゅけん　
しかくに　くわえて、　せんこー　く　ぶん　ごとに　しかく　
よーけん　が　もーけられて　います。　　しょーさいに　
ついてわ　こ　べつに　おといあわせ　く　ださい。
　　しょー　がいしゃ　たいしょーの　せんこーに　ついてわ、　
しんたい　しょー　がいしゃ　てちょー、　りょーいく　てちょー
（しょー　がいしゃ　しょくぎょー　せんたー　とーの　こーてき　
はんてい　きかん　で　ちてき　しょー　がいしゃと　はんてい　
された　ものを　ふくみます）　、　せいしん　しょー　がいしゃ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ほけん　ふくし　てちょー、　い　ずれかの　こーふを　うけて　
いる　こと　が　ひつよー　です。
　　しょー　がいしゃ　たいしょーの　せんこー　い　がいの　
せんこー　く　ぶんを　せんたく　して、　しゅつ　がん　する　
ことも　かのー　です。　　た　だし、　ちょーふく　
しゅつ　がんわ　むこーと　なります。
　　　　（ちゅーいてん）
　　その　１　　はいりょ　が　ひつよーな　じょーきょーに　
おー　じて、　　じつ　ぎ　てすとの　いち　ぶ　めんじょ　
またわ　へんこーを　おこなう　　ばあい　が　あります。
　　その　２　　じゅけんに　さいして　はいりょを　
ひつよーと　する　　ばあいわ、　しゅつ　がんの　さいに　
　ごそー　だん　く　ださい。　　たとえ　ば、　てん　じや　
かく　だい　も　じに　よる　じゅけん、　しゅわ、　
ひつ　だん、　くるまいすの　しよーな　ど。
　　その　３　　れいわ　７ねん　ど　（２０２５ねん　ど）　
おおさかふ　とよの　ちく　こーりつ　　がっこー　きょーいん　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
さいよー　せんこー　てすとの　　だい　がく　３ねんせい　
たいしょーの　せんこーに　おいて、　　だい１　じ　
せんこー　で　　ごーかくと　はんてい　された　ものの　うち、　
れいわ　８ねん　ど　（２０２６ねん　ど）　おおさかふ　
とよの　ちく　こーりつ　　がっこー　きょーいん　さいよー　
せんこー　てすとの　いっ　ぱん　せんこー、　またわ　
しょー　がいしゃ　たいしょーの　せんこー　く　ぶんの　
じゅけん　しかくを　ゆーする　　ばあいわ、　
「　しょー　がっこー　」　に　しゅつ　がん　する　さいに　
しょていの　てつ　づきを　おこなう　ことに　より、　
　だい１　じ　せんこーを　めんじょ　します。
　　　だい１　じ　せんこー　で　　ごーかくと　はんてい　
された　ものに　たいして　つーち　した　「　だい１　じ　
せんこー　めんじょに　かかる　しゅつ　がんの　あんないに　
ついて　」　を　かくにんの　うえ、　かなら　ず　れいわ　
８ねん　ど　（２０２６ねん　ど）　おおさかふ　とよの　ちく　
こーりつ　　がっこー　きょーいん　さいよー　せんこー　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
てすとの　しゅつ　がん　きかんちゅーに、　「　だい１　じ　
せんこー　めんじょに　かかる　しゅつ　がんの　あんないに　
ついて　」　に　きさい　された　　　　ＵＲＬ　またわ　　　　ＱＲ　
こー　どから　　でんし　もーしこみ　しすてむに　あくせす　
し、　しゅつ　がん　して　く　ださい。
　　なお、　じょーき　い　がいの　ほーほー　で　しゅつ　がん　
した　　ばあいわ、　　だい１　じ　せんこーの　めんじょを　
うける　こと　が　　できませんの　で、　　ごちゅーい　
く　ださい。

　　　　３　　せんこーの　ほーほー、　およ　び　
　　　　　　せんこー　び
　　　　　だい１　じ　せんこー
　　ひっとー　てすと　でわ　きょーしょく　きょーよー、　
きょーいく　かんれんの　ほーき、　きょーいく　こーむいんの　
りんり　（ふくむ　きりつ）　、　きょーいく　　じ　じ、　
しこーりょく・　はん　だんりょくを　とう　てすと


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（　ぶんしょー　りかい、　はん　だん　すいり、　しりょー　
かいしゃく、　すーてき　しょり　とー）　を　おこないます。　　
えい　ぶんを　ふくむ　もん　だいも　しゅつ　だい　します。　　
もん　だいわ　たくいつしき　で、　３０もん　あります。
　　にってい…　　６　がつ　１４か。　　なお、　
よ　び　びわ　６　がつ　１５にち　です。
　　めんせつ　てすと　でわ　しゅー　だん　めんせつを　
おこないます。
　　にってい…　　６　がつ　２１にちから　７　がつ　
ついたちの　うち、　い　ずれか　１にちを　してい　します。
　　　だい１　じ　せんこー　けっか　はっぴょーわ、　
７　がつ　２２にちの　よてい　です。
　　　　　だい２　じ　せんこー
　　☆☆　めんせつ　てすと
　　も　ぎ　たいおー、　およ　び　こ　じん　めんせつを　
おこないます。
　　も　ぎ　たいおーわ、　　じっさいに　　がっこー　で　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
おこりうる　さま　ざまな　　じたいえの　し　どーや　
たいおーに　ついて、　ろーる　　ぷれい　けいしき　で　
　じっし　します。　　めんせついんに　たいして　せつめい　
する　けいしき　でわ　ありません。　　たいおー　いた　だく　
　ばめん　せっていわ　めんせつ　とー　じつに　おしらせ　
します。
　　にってい…　　８　がつ　１６にちから　８　がつ　
２３にちの　うち、　い　ずれか　１にちを　してい　
します。
　　☆☆　ひっとー　てすと
　　しょー　がっこー　でわ　こく　ご、　しゃかい、　
さんすー、　りか、　えい　ごに　ついての　たくいつしき　
せんもん　てすとを　おこないます。
　　ちゅー　がっこー　でわ　しゅつ　がん　した　きょーかに　
ついての　たくいつしき、　およ　び　きじゅつしき　きょーか　
せんもん　てすとを　おこないます。
　　よー　ご　きょーゆ　でわ　たくいつしき、　およ　び　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きじゅつしき　せんもん　てすとを　おこないます。
　　えいよー　きょーゆ　でわ　たくいつしき、　およ　び　
きじゅつしき　せんもん　てすとを　おこないます。
　　にってい…　　８　がつ　ここのか。　　なお、　
よ　び　びわ　８　がつ　とおか　です。
　　☆☆　　じつ　ぎ　てすと
　　しょー　がっこー　でわ　　じつ　ぎ　てすとを　　じっし　
しません。
　　【　ちゅー　がっこー】　
　　にってい…　　
　　おん　がく　――　８　がつ　ここのか
　　　びじゅつ　――　８　がつ　２４か
　　ほけん　たいいく　――　すいえいわ　８　がつ　よっか。　　
きかい　うん　どー・　きゅー　ぎ・　りくじょー　きょー　ぎわ　
８　がつ　ふつか
　　えい　ご　――　８　がつ　ここのか。
　　　だい２　じ　せんこー　けっか　はっぴょーわ、　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
９　がつ　２６にちの　よてい　です。
　　　　（ちゅーいてん）　
　　その　１　　せんこー　かいじょー・　しゅー　ごー　
　じこく　とーの　しょーさいわ、　じゅけんひょー　で　つーち　
します。
　　その　２　　　だい　がく　３ねんせい　たいしょーの　
せんこーの　たいしょー　こーしゅ　きょーか　とーわ　
しょー　がっこーと　し、　　だい１　じ　せんこーのみ　
じゅけん　かのーと　します。　　しょーさいわ　おといあわせ　
く　ださい。
　　その　３　　　だい１　じ　せんこー・　　だい２　じ　
せんこー　ともに、　してい　された　てすとを　ひとつ　でも　
ゆーこーに　じゅけん　しなかった　　ばあいわ　　じたい　した　
ものと　して　とりあつかい、　　ごーひ　はんていの　
たいしょーとわ　なりません。
　　その　４　　けいこーひん　とーの　しょーさいに　
ついてわ、　こ　べつに　おといあわせ　く　ださい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　４　　しゅつ　がん　ほーほー　とー
　　　でんし　もーしこみ　しすてむ （いんたー　ねっと）　に　
よる　しゅつ　がんのみ。
　　しゅつ　がん　きかん…　　れいわ　７ねん
（２０２５ねん）　３　がつ　２４か　　ご　ぜん　
１０　じから、　４　がつ　２４か　　ご　ご　
５　じま　での　じゅしん　ぶん　ゆーこー
　　しゅつ　がん　ほーほー…　　おおさかふ　とよの　ちく　
きょーしょくいん　　じん　じ　きょー　ぎかい　ほーむ　
　ぺー　じの　とっ　ぷ　　ぺー　じに　ある　
りんくしゅーから、　　でんし　もーしこみ　しすてむに　
あくせす　し、　　がいとー　する　せんこー　く　ぶんの　
てつ　づきの　　ぺー　じから　しゅつ　がん　して　
く　ださい。
　　ほーむ　　ぺー　じ　　　ｈｔｔｐｓ：／／ｔｏｙｏｎｏ－ｊｉｎｊｉｋｙｏ．ｃｏｍ／　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　（ちゅーいてん）
　　その　１　　　でんし　もーしこみ　しすてむから　
しゅつ　がん　される　さい、　おもちの　めーる　あ　どれすの　
にゅーりょく　が　ひつよーに　なります。　　しゅつ　がん　
てつ　づき　が　かんりょー　すると、　にゅーりょく　された　
あ　どれすに　せいり　　ばん　ごーと　　ぱすわー　どを　
きさい　した　めーる　が　そーしん　されますの　で、　
かなら　ず　かくにん　して　く　ださい。　　せいり　
　ばん　ごーと　　ぱすわー　どわ、　じゅけんひょーを　
　だうん　ろー　ど　する　さいに　かなら　ず　ひつよーと　
なります。
　　その　２　　　だい　がく　とー　すいせんしゃ　
たいしょーの　せんこー、　またわ、　　だい　がく　とー　
すいせんしゃ　しょーちゅー　ちゃれん　じ　たいしょーの　
せんこーを　き　ぼー　される　　ばあいわ、　　ざいせき　する　
　だい　がく　とーを　つー　じて　しゅつ　がん　して　く　ださい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　その　３　　しょー　がいを　　じゆーと　して、　
　でんし　もーしこみ　しすてむ　での　しゅつ　がん　が　
こんなんな　　ばあいわ、　かんい　かきとめ　での　ゆーそーに　
よる　しゅつ　がんを　うけつけます。　　ゆーそーに　よる　
しゅつ　がんを　き　ぼー　される　　ばあいわ、　しゅつ　がん　
しょるいを　おおくり　しますの　で　つ　ぎの　
といあわせさきま　で　　ごれんらく　く　ださい。　　
　どー　じに　じゅけんひょーの　こーふ　ほーほー　とーを　
　ごあんない　します。
　　
　　　　５　　ひつよー　しょるい　ていしゅつさき、　
　　　　　　およ　び　といあわせさき
　　おおさかふ　とよの　ちく　きょーしょくいん　　じん　じ　
きょー　ぎかい
　　（ゆーびんばんごー　　５　６　１　の　８　５　０　１）　おおさかふ　
とよなかし　なかさくら　づか　３ちょーめ　１　ばん　
１　ごー　とよなか　しやくしょない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　でんわ　06-6858-3341
　　ふぁっくす　06-6858-3316
　　ほーむ　　ぺー　じ　　　ｈｔｔｐｓ：／／ｔｏｙｏｎｏ－ｊｉｎｊｉｋｙｏ．ｃｏｍ／　　
　　（おおさかふ、　おおさかし、　さかいしの　
こーりつ　　がっこー　きょーいん　さいよー　せんこー　
てすとに　ついてわ、　それ　ぞれの　きょーいく　いいんかい　
　じむきょくに　おといあわせ　く　ださい。）
　　　　　　

